
的
に
は
、
以
下
の
5
点
に
取

り
組
む
こ
と
を
求
め
る
議
案

で
あ
る
。

　
⑴
教
団
の
収
益
事
業
で
あ

る
出
版
局
の
事
業
整
理
に
向

け
、
今
後
の
文
書
伝
道
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
出
版
業
務
・
経
理
お
よ

び
法
律
の
専
門
家
を
交
え
て

協
議
し
、
事
業
整
理
に
関
わ

る
諸
課
題
に
取
り
組
む
。

　
⑵
借
入
金
、
印
刷
・
資
材

代
の
支
払
い
分
、
未
払
い
印

税
な
ど
、
債
務
の
状
況
を
把

握
し
、
そ
れ
ら
の
支
払
い
の

た
め
に
教
団
会
計
に
お
い
て

資
金
を
調
達
す
る
。

　
⑶
『
信
徒
の
友
』
な
ど
、

文
書
伝
道
に
お
い
て
有
益
な

出
版
物
等
の
発
行
を
継
続
す

る
た
め
に
、
出
版
局
事
業
の

引
継
ぎ
先
を
検
討
す
る
。
ま

た
、
出
版
局
職
員
の
こ
れ
ま

で
の
働
き
に
感
謝
し
て
、
再

就
職
支
援
を
行
う
。

　
⑷
在
庫
の
取
り
扱
い
を
検

討
す
る
。

　
⑸
取
引
先
や
各
地
の
キ
リ

ス
ト
教
書
店
等
に
対
し
て
事

業
の
整
理
を
通
知
す
る
。

　
協
議
の
中
で
、「
出
版
局

は
教
規
に
規
定
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
と
の
整
合
性

を
ど
う
考
え
て
い
る
か
」
と

い
う
問
い
が
出
さ
れ
、
雲

然
俊
美
議
長
は
、「
教
規
56

条
の
規
定
は
、
業
務
機
関
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
業

務
と
し
て
は
教
団
の
文
書
伝

道
と
し
て
今
後
も
続
け
て
い

く
。
し
か
し
宗
教
法
人
規

則
30
条
に
あ
る
事
業
と
し
て

の
展
開
は
、 

大
幅
に
整
理
す

る
」
と
答
え
た
。

　
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

雲
然
議
長
は
、
キ
リ
ス
ト
教

出
版
を
行
う
業
者
な
ど
で
部

分
的
に
業
務
を
引
き
継
い
で

く
れ
る
と
こ
ろ
を
探
し
て
い

る
こ
と
を
告
げ
、「
事
業
を

引
き
継
い
だ
な
ら
ば
、
そ
の

後
は
引
き
継
ぎ
先
に
委
ね
、

教
団
が
直
接
的
に
関
わ
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
」
と
述

べ
た
。
ま
た
、
網
中
総
幹

事
は
、
有
志
の
方
々
か
ら
、

様
々
な
形
態
新
し
い
事
業
を

立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
と
申
し
出
を
受
け
て
お

り
、
本
議
案
が
可
決
さ
れ
た

ら
選
択
肢
と
し
て
検
討
を
進

め
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

報
告
、「
教
団
か
ら
の
資
金

提
供
は
な
い
が
、
信
徒
か
ら

の
献
金
と
い
う
形
は
あ
り
得

る
こ
と
、
質
を
保
持
し
て
も

ら
う
こ
と
を
要
望
と
し
て
伝

え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
様
々

な
対
応
が
な
さ
れ
た
が
、
反

省
含
め
総
括
が
必
要
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
に
対
し
雲

然
議
長
が
、「
来
年
行
わ
れ

る
教
団
総
会
に
お
い
て
総
括

を
し
た
い
」
と
応
じ
た
。

　
債
務
に
関
し
て
、
教
団
の

内
部
で
対
応
で
き
る
か
と
い

う
問
い
に
対
し
、
教
団
の
中

で
対
応
可
能
だ
と
の
見
解
が

宇
田
予
算
決
算
委
員
長
か
ら

示
さ
れ
た
。

　
採
決
の
結
果
賛
成
多
数
で

議
案
を
可
決
し
た
。

（
小
林
信
人
報
）
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今
年
度
内
に
教
団
出
版
局
の
事
業
整
理

文
書
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
、
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は

改
め
て
委
員
会
で
検
討
し
て

も
ら
う
」
と
述
べ
た
。

　
総
幹
事
報
告
で
網
中
彰
子

総
幹
事
は
、
各
教
会
・
伝
道

所
か
ら
の
年
度
報
告
の
提
出

が
終
了
し
、
正
教
師
が
43
名

の
減
少
、
現
住
陪
餐
会
員

2
4
4
8
名
の
減
少
、
経
常

収
入
2
億
4
7
0
0
万
円
の

減
収
で
あ
っ
た
こ
と
を
報
告

し
た
。
能
登
半
島
地
震
に
つ

い
て
、
輪
島
教
会
は
公
費
に

よ
る
会
堂
の
解
体
に
続
き
、

牧
師
館
の
解
体
も
終
了
し
、

牧
師
館
の
新
築
が
本
格
化
す

る
こ
と
等
を
報
告
し
た
。

　
伝
道
資
金
小
委
員
会
報
告

の
中
で
藤
盛
勇
紀
委
員
長
が

26
年
度
全
申
請
を
適
合
と
判

断
し
た
こ
と
を
告
げ
、
審
査

を
巡
っ
て
出
さ
れ
た
意
見
を

報
告
し
た
。「
10
年
の
実
施

を
経
て
問
題
点
の
整
理
、
見

直
し
が
必
要
。
各
教
区
の
財

務
構
造
が
異
な
り
、
伝
道
交

付
金
、
教
区
伝
道
方
策
交
付

金
の
区
分
に
違
い
が
生
じ
て

い
る
。
未
申
請
教
区
へ
の
対

応
が
必
要
」
等
を
挙
げ
、「
今

期
に
再
検
討
す
る
動
き
に
着

手
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　
教
師
検
定
委
員
会
報
告
に

対
す
る
協
議
の
中
で
、
小
林

よ
う
子
奥
羽
教
区
議
長
が
、

こ
の
度
の
試
験
で
、
教
区
が

推
薦
し
た
受
験
者
が
、
面
接

時
に
不
合
格
を
告
げ
ら
れ
た

も
の
の
、
後
に
メ
ー
ル
で
合

格
に
な
っ
た
と
知
ら
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、「
受
験
者
を

　
一
日
目
議
事
終
了
後
に

「
教
団
機
構
改
定
に
つ
い
て
」

協
議
会
が
行
わ
れ
た
。
黒
田

若
雄
教
団
機
構
改
定
検
討
委

員
会
委
員
長
が
発
題
を
行
っ

た
。
発
題
の
概
要
は
①
教
団

総
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

②
総
会
の
適
正
規
模
を
ど
う

考
え
る
か
、
③
推
薦
議
員
に

つ
い
て
、
④
教
規
第
2
条
の

条
文
に
つ
い
て
、
⑤
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　
①
で
は
教
憲
第
6
条
に
基

づ
き
教
団
は
教
区
の
連
合
体

で
は
な
く
、
教
団
総
会
は
教

区
連
合
体
の
会
議
で
は
な
い

こ
と
を
確
認
。
ま
た
「
教
団

の
一
体
性
」確
立
の
た
め
に
、

法
定
議
案
だ
け
を
取
り
扱
う

の
で
は
な
く
実
質
的
な
審
議

の
で
き
る
総
会
の
姿
を
求
め

る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。

　
②
で
は
総
会
議
員
数
の
削

減
に
つ
い
て
触
れ
た
。
削
減

理
由
と
し
て
信
徒
数
の
減

少
、
地
方
教
区
で
の
信
徒
議

員
選
任
の
困
難
さ
、
教
会
を

会
場
と
す
る
可
能
性
、
実
質

的
審
議
の
実
現
、
経
費
削
減

に
よ
る
各
教
会
の
負
担
軽
減

を
挙
げ
た
。
具
体
的
な
削
減

案
と
し
て
2
0
0
名
（
機
構

改
定
骨
子
）、2
7
0
名
（
議

員
数
を
4
0
0
名
と
し
た
時

の
信
徒
総
数
と
現
在
の
信
徒

数
を
比
し
て
）、
1
7
0
名

（
各
教
区
10
名
換
算
）
の
3

案
を
提
示
し
た
。

　
③
に
つ
い
て
は
会
計
監
査

委
員
と
三
役
が
教
区
か
ら
選

任
さ
れ
な
い
場
合
を
想
定
し

て
「
6
名
以
内
」
と
し
、
該

当
者
が
い
な
い
場
合
は
選
任

し
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。

　
④
で
は
教
規
第
2
条
「
各

教
区
に
教
師
、
信
徒
各
3
名

を
と
り
」
を
ど
う
考
え
る
か

に
触
れ
た
。
◎
教
区
ご
と
の

定
数
を
定
め
な
い
、
◎
小
規

模
教
区
に
配
慮
し
て
現
行
の

ま
ま
と
す
る
、
◎
両
者
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
適
切
な
数
を

定
め
る
、
と
い
う
三
つ
の
方

向
性
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
⑤
で
は
第
44
回
総
会
へ
の

議
案
提
出
を
目
指
し
、
26
年

教
団
総
会
の
在
り
方
を
協
議

協議会
大
切
に
し
て
い
な
い
」
と
の

疑
義
を
呈
し
た
。
春
原
禎
光

委
員
長
は
、
多
様
な
考
え
方

が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
見

直
し
を
行
っ
た
こ
と
を
説
明

し
た
。「
秋
季
教
師
検
定
試

験
合
格
者
承
認
」
で
、
春
原

委
員
長
は
、
正
教
師
受
験
志

願
者
31
名
、
合
格
者
17
名
、

補
教
師
受
験
志
願
者
10
名
、

合
格
者
2
名（
継
続
者
6
名
）

で
あ
る
こ
と
を
報
告
、
合
格

者
を
承
認
し
た
。

　
2
0
2
6
年
度
教
団
歳
入

歳
出
予
算
に
関
す
る
件
で

は
、
教
区
負
担
金
を
3
3
7

万
円
減
額
し
、
多
く
の
支
出

項
目
で
前
年
度
と
同
額
を
計

上
す
る
予
算
を
承
認
し
た
。

協
議
の
中
で
、
負
担
金
配
分

の
算
定
式
で
、
経
常
支
出
に

基
づ
く
比
率
を
出
す
際
に
加

味
さ
れ
る
「
控
除
」
が
、
教

区
毎
に
異
な
る
こ
と
を
指
摘

し
、
控
除
に
は
何
が
該
当
す

る
の
か
を
問
う
意
見
が
あ
っ

た
。
宇
田
真
予
算
決
算
委
員

長
は
、
控
除
が
、
教
区
か
ら

各
教
会
に
出
さ
れ
て
い
る
補

助
金
で
あ
る
と
応
じ
、
周
知

し
て
行
く
必
要
が
あ
る
こ
と

を
告
げ
た
。

　「
第
43
回
教
団
総
会
議
場

で
の
発
言
に
関
す
る
件
」
で

は
、
一
部
の
発
言
に
関
す
る

常
議
員
会
に
お
け
る
指
摘
を

受
け
て
、
議
長
談
話
を
発
表

す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

「
談
話
」
は
、
指
摘
さ
れ
た

発
言
を
挙
げ
、
公
け
の
会
議

の
場
で
の
発
言
と
し
て
は
不

適
切
で
、
教
憲
第
1
条
に
著

し
く
反
す
る
発
言
で
あ
っ
た

と
し
、
発
言
者
に
自
ら
の
発

言
を
悔
い
改
め
る
こ
と
を
求

め
、
議
長
と
し
て
の
反
省
を

述
べ
る
と
共
に
、
全
議
員
に

も
反
省
を
促
し
て
い
る
。
こ

の
提
案
に
対
し
て
、
①
談
話

で
は
な
く
見
解
と
し
、
常
議

員
会
だ
け
で
共
有
す
る
修
正

案
、
②
談
話
の
内
、
発
言
を

挙
げ
て
い
る
箇
所
を
削
除
す

る
修
正
案
が
出
さ
れ
た
。
修

正
案
①
を
賛
成
5
名
で
否

決
、
修
正
案
②
を
賛
成
16
名

で
可
決
し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

「
出
版
局
経
営
改
善
に
関
す

る
件
」

　
出
版
局
の
事
業
を
整
理
す

る
こ
と
を
求
め
る
議
案
と
し

て
「
出
版
局
経
営
改
善
に
関

す
る
件
」
が
議
さ
れ
た
。
出

版
局
経
営
改
善
会
議
で
協
議

を
重
ね
て
来
た
が
、
改
善
の

見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に

あ
る
こ
と
を
受
け
て
、
具
体

教団会議室で

度
の
各
教
区
総
会
に
変
更
案

の
概
要
を
示
す
必
要
が
あ

り
、
26
年
2
月
開
催
の
常
議

員
会
で
素
案
を
協
議
し
た
い

旨
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
発
題
に
続
い
て
協
議
が
行

わ
れ
た
。
議
員
数
の
削
減
に

は
概
ね
理
解
が
示
さ
れ
た
一

方
、
少
数
意
見
や
小
規
模
教

区
の
意
向
が
反
映
さ
れ
に
く

く
な
る
こ
と
を
憂
慮
す
る
意

見
も
多
数
出
た
。
特
に
沖
縄

教
区
の
議
員
数
が
試
算
に
よ

る
と
2
な
い
し
4
名
程
度
に

な
る
こ
と
が
示
さ
れ
、
懸
念

の
声
が
上
が
っ
た
。

　
そ
の
他
の
お
も
な
意
見
は

次
の
通
り
。

　
◎
教
規
第
2
条
「
各
教
区

に
教
師
、
信
徒
各
3
名
を
と

り
」
は
削
除
で
よ
い
。
教
団

総
会
は
教
区
代
表
者
会
議
で

は
な
い
。

　
◎
適
正
規
模
に
つ
い
て

は
、
教
会
数
を
ベ
ー
ス
で
考

え
る
こ
と
が
大
切
。
例
え

ば
「
15
教
会
あ
た
り
教
師
・

信
徒
各
1
名
」
と
す
る
と

2
2
0
名
く
ら
い
に
な
る
。

　
◎
少
数
意
見
を
反
映
す
る

た
め
に
推
薦
議
員
が
も
う
少

し
必
要
で
は
な
い
か
。
議
員

総
数
に
対
す
る
パ
ー
セ
ン

テ
ー
ジ
で
推
薦
議
員
数
を
定

め
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

（
米
山
恭
平
報
）

　
第
5
回
常
議
員
会
が
10
月

27
～
28
日
、
教
団
会
議
室
で

全
常
議
員
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
た
。

　
第
1
回
常
任
常
議
員
会
議

事
録
承
認
の
中
で
、
黒
田
若

雄
書
記
は
、
信
仰
職
制
委
員

会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
按
手

礼
執
行
の
指
針
」お
よ
び「
准

允
式
執
行
の
指
針
」
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
協
議
し
た
こ

と
を
報
告
、「
現
段
階
で
は

口
語
式
文
が
教
団
総
会
で
承

認
さ
れ
て
い
る
式
文
で
あ
る

こ
と
を
確
認
す
る
議
案
を
、

次
回
の
常
議
員
会
で
決
議
で

き
る
よ
う
準
備
を
行
い
、
信

仰
職
制
委
員
会
に
指
針
を
更

に
整
え
て
い
く
こ
と
を
要
望

す
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

書
記
報
告
の
中
で
、「
洗
礼

式
執
行
の
指
針
」
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
触
れ
、「
三
役

に
お
い
て
同
文
書
が
有
益
な
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《
全
国
財
務
委
員
長
会
議
》

　
第
1
回
全
国
財
務
委
員
長

会
議
が
、
9
月
29
日
、
30
日

に
か
け
て
教
団
会
議
室
（
オ

ン
ラ
イ
ン
併
用
）
で
行
わ
れ

た
。
一
日
目
は
網
中
彰
子
総

幹
事
の
挨
拶
の
後
、
沖
縄
教

区
を
除
く
16
教
区
（
オ
ン
ラ

イ
ン
出
席
10
教
区
）
の
財
務

委
員
長
よ
り
各
教
区
の
財
務

状
況
が
順
次
報
告
さ
れ
た
。

ま
た
、
沖
縄
教
区
か
ら
は
報

告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
。

　
各
教
区
か
ら
の
報
告
を
通

し
て
、昨
年
度
に
も
増
し
て
、

現
住
陪
餐
会
員
の
減
少
に
伴

う
財
政
状
況
の
悪
化
が
示
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
期

間
に
減
額
さ
れ
た
教
区
負
担

小
規
模
教
会
の
支
援
事
業
に
関
し
て
協
議

▼
伝
道
委
員
会
▲

　「
在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯

特
設
委
員
会
」
の
第
4
回
委

員
会
が
10
月
7
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
行
わ
れ
た
。
新
た
な

自
民
党
総
裁
が
選
ば
れ
た
直

後
で
も
あ
り
、
あ
る
種
の
緊

張
感
の
な
か
で
の
委
員
会
で

あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
ま
ず
8
月
11
～
12
日
に
大

阪
で
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教

学
校
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加

報
告
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、

9
月
14
～
15
日
に
行
わ
れ
た

在
日
大
韓
基
督
教
会
人
権
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
念
講
演
の

聴
講
も
併
せ
て
報
告
さ
れ

た
。

　
委
員
会
で
は
特
に
時
間
を

割
い
て
、
四
国
教
区
で
行
わ

れ
た
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録

の
配
布
に
つ
い
て
協
議
さ
れ

た
。
優
れ
た
内
容
の
記
録
で

あ
る
の
で
広
く
配
布
さ
れ
る

こ
と
が
望
ま
れ
、
教
会
の
み

な
ら
ず
関
係
学
校
や
社
会
事

業
同
盟
加
盟
団
体
へ
の
配
布

も
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
教
団

の
イ
ン
ス
タ
を
通
し
て
広
報

し
、
電
子
媒
体
で
配
布
す
る

こ
と
も
検
討
さ
れ
た
。
印
刷

費
用
に
つ
い
て
は
献
金
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
、
そ

の
呼
び
か
け
に
つ
い
て
も
協

議
し
た
。
今
後
、
こ
の
記
録

が
広
く
用
い
ら
れ
、
人
権
意

識
の
高
ま
り
へ
の
一
助
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
、
四
国
教
区
の
今
年

度
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ

た
。
11
月
24
日
高
松
教
会
で

行
わ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
委

員
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
聴
講

が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

（
久
世
そ
ら
ち
報
）

四
国
教
区
人
権
セ
ミ
ナ
ー
の
記
録
を
配
布

▼
在
日
韓
国
朝
鮮
人
連
帯
特
設
委
員
会
▲

金
を
以
前
の
水
準
に
戻
せ
な

い
た
め
、
不
足
分
を
特
別
会

計
積
立
金
か
ら
繰
り
入
れ
な

け
れ
ば
新
年
度
の
予
算
が
立

て
ら
れ
な
い
教
区
も
散
見
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
各
教
区
か

ら
の
報
告
に
お
い
て
、
互
助

を
維
持
す
る
財
源
が
枯
渇
し

て
い
る
状
況
も
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
報
告
の
後
、

北
海
教
区
か
ら
提
出
さ
れ
た

「
教
会
が
教
区
か
ら
受
け
て

い
る
補
助
金
に
つ
い
て
」
と

の
「
要
望
書
」
を
受
け
て
協

議
の
時
を
持
っ
た
。
こ
の
協

議
に
お
い
て
、
宇
田
真
予
算

決
算
委
員
長
は
、
教
区
の
経

常
支
出
か
ら
の
控
除
に
つ
い

て
、
さ
ら
な
る
検
討
を
し
た

い
と
述
べ
た
。

　
二
日
目
は
、
前
日
の
各

教
区
か
ら
の
報
告
に
続
き
、

大
三
島
義
孝
財
務
幹
事
よ

り
2
0
2
4
年
度
の
決
算

報
告
、
道
家
紀
一
総
務
幹

事
よ
り
2
0
2
3
年
度
と

2
0
2
4
年
度
の
教
勢
統
計

の
比
較
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

の
中
で
、
教
会
・
伝
道
所
数

は
24
年
度
は
、
23
年
度
と
比

較
し
2
つ
減
少
に
な
っ
た

が
、
正
教
師
数
は
50
名
の
減

少
に
な
っ
た
と
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。
続
い
て
、
宇

田
予
算
決
算
委
員
長
よ
り

2
0
2
6
年
度
の
負
担
金
に

関
す
る
説
明
、
2
0
2
6
年

度
経
常
会
計
予
算
案
、
収
益

事
業
会
計
予
算
案
に
関
す
る

説
明
、
年
金
局
と
出
版
局
、

部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
か
ら

2
0
2
4
年
度
の
事
業
報
告

な
ら
び
に
決
算
報
告
が
あ
っ

た
。

　
昨
年
度
以
上
に
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
各
教
区
の
課
題
を
共
有

し
つ
つ
、
祈
り
、
励
ま
し
合

い
な
が
ら
一
つ
と
な
っ
て
、

キ
リ
ス
ト
の
体
を
造
り
上
げ

「
教
区
か
ら
受
け
る
補
助
金
」に
つ
い
て
協
議

▼
全
国
財
務
委
員
長
会
議
・
予
算
決
算
委
員
会
・
監
査
委
員
会
▲

る
歩
み
を
進
め
て
い
き
た

い
。

（
田
村
毅
朗
報
）

《
予
算
決
算
委
員
会
》

　
第
4
回
予
算
決
算
委
員
会

を
監
査
委
員
会
と
合
同
で
、

9
月
29
、
30
日
の
全
国
財
務

委
員
長
会
議
を
挟
ん
で
開
催

し
た
。

　
ま
ず
、
全
国
財
務
委
員
長

会
議
に
先
立
ち
、
あ
る
教

区
の
財
務
委
員
長
か
ら
受

け
た
質
問
「
教
会
が
教
区
か

ら
受
け
て
い
る
補
助
金
」
に

関
す
る
件
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
結
果
、「
教
区
負
担

金
」
算
出
に
当
た
る
各
教
区

の
控
除
分
に
つ
い
て
は
、
ど

の
項
目
を
控
除
し
て
算
入
す

る
か
は
、
各
教
区
（
教
区
財

務
部
）
の
判
断
を
信
頼
せ
ざ

る
を
得
な
い
こ
と
を
確
認
し

た
。
そ
こ
で
、
全
国
財
務
委

員
長
会
議
に
お
い
て
、
宇
田

真
委
員
長
よ
り
「
教
区
負
担

金
」
に
つ
い
て
、
教
団
38

総
会
期
の
2
月
の
常
議
員

会
（
2
0
1
4
年
2
月
）
の

決
議
に
基
づ
い
て
、
各
教
区

の
教
会
と
伝
道
所
の
経
常
支

出
を
基
準
に
し
て
決
め
ら
れ

て
い
る
と
の
報
告
が
な
さ
れ

た
。
ま
た
、
各
教
区
の
経
常

支
出
の
控
除
に
つ
き
、
各
教

区
に
知
ら
せ
る
文
章
に
つ
い

て
は
、
現
状
に
即
し
た
も
の

に
改
め
る
必
要
が
あ
る
と
述

べ
、
今
後
の
委
員
会
で
こ
の

件
に
つ
い
て
扱
い
た
い
と
の

意
向
が
示
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
大
三
島
義
孝
財

務
幹
事
よ
り
出
版
局
の
財

務
状
況
に
つ
い
て
、
返
済

額
8
3
5
0
万
に
対
し
、

財
産
目
録
に
よ
る
資
産
が

4
1
0
0
万
と
、
厳
し
い

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
状
況

で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
新
た

な
海
外
著
作
権
料
未
払
い
も

発
覚
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
出
版
局
の
事
業
に
つ
い

て
、
外
部
に
経
営
判
断
を
依

頼
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ

の
結
果
を
出
版
局
経
営
改
善

会
議
に
報
告
し
、
現
在
の
形

で
の
事
業
継
続
の
可
否
を
判

断
を
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。（川

村
尚
弘
報
）

　
第
3
回
伝
道
委
員
会
が
9

月
25
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

催
さ
れ
た
。
今
回
の
主
な
協

議
事
項
は
以
下
の
通
り
。

　
⑴
「
小
規
模
教
会
」
の
支

援
事
業
に
関
す
る
件
　
前
回

の
協
議
を
受
け
、
チ
ラ
シ
事

業
に
限
ら
ず
「
祈
り
と
賜
物

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
伝
道
事
業
」

と
す
る
こ
と
が
担
当
者
か

ら
提
案
さ
れ
た
。「
小
規
模
」

の
定
義
は
年
間
予
算
5
0
0

万
円
以
下
の
教
会
、伝
道
所
。

教
団
全
体
に
呼
び
か
け
近
隣

の
複
数
教
会
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
し
、
小
規
模
教
会

の
伝
道
を
支
援
す
る
。
資
金

面
で
は
必
要
経
費
の
50
％
、

上
限
3
万
円
と
し
て
支
援
を

検
討
。
課
題
は
ど
の
よ
う
に

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る

か
。
な
お
協
議
す
る
こ
と
と

し
、
継
続
審
議
と
し
た
。

　
⑵
第
43
総
会
期
教
区
伝
道

委
員
長
会
議
の
件
　
日
程
＝

2
0
2
6
年
2
月
5
～
6

日
、
会
場
＝
教
団
会
議
室
、

テ
ー
マ
＝
「
こ
れ
か
ら
の
伝

道
協
力
を
考
え
る
～
日
々
仲

間
を
加
え
る
た
め
に
」、
発

題
1
＝
小
規
模
教
会
支
援

「
祈
り
と
賜
物
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
伝
道
事
業
」
に
つ
い
て
、

発
題
＝
中
西
真
二
伝
道
委
員

長
、
発
題
2
＝
「
日
本
伝
道

推
進
を
祈
る
日
」
推
進
に
つ

い
て
、
発
題
＝
山
口
紀
子
伝

道
委
。
今
総
会
期
、
伝
道
委

員
会
は
伝
道
推
進
室
か
ら
二

つ
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
。

そ
れ
を
発
題
と
す
る
。
こ
の

件
を
教
区
の
伝
道
委
員
長
に

も
共
に
考
え
祈
っ
て
い
た
だ

く
場
と
し
た
い
。

　
⑶
「
伝
道
推
進
を
祈
る

日
」
献
金
の
振
り
分
け
の
件

　「
信
徒
の
友
」
4
巡
目
の

献
金
に
関
し
て
5
月
に
各
指

定
献
金
先
へ
送
金
し
た
。
残

り
の
献
金
か
ら
「
祈
り
と
賜

物
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」「
伝

道
推
進
を
祈
る
日
」
推
進
の

活
動
の
た
め
に
い
く
ら
か
用

い
る
こ
と
と
し
た
。

　
⑷
都
城
妻
ヶ
丘
教
会
へ
の

貸
出
金
の
件
　
会
堂
改
修
工

事
の
た
め
に
6
0
0
万
円
の

貸
出
金
申
請
を
承
認
し
た
。

　
⑸
点
字
「
こ
こ
ろ
の
友
」

の
件
　
点
字
継
続
が
予
算
面

で
難
し
く
、
ま
ず
は
現
在
の

購
読
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
山
口
紀
子
報
）

オンライン併用で

左から、成田信義、小友睦各委員、 
具志堅篤委員長、藤川綾子、徳田宣義各委員

　
10
月
29
～
30
日
、
第
2
回

委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。
初

日
は
教
団
会
議
室
に
て
協
議

の
時
を
持
ち
、
2
日
目
に
は

東
京
都
国
立
市
矢
川
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
「
滝
乃
川
学

園
」
を
訪
問
し
た
。

　
初
日
の
協
議
で
は
、
常
議

員
会
お
よ
び
宣
教
委
員
会
か

ら
の
報
告
を
受
け
た
後
、「
障

が
い
」
を
考
え
る
全
国
交
流

会
に
つ
い
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
含
め
た
詳
細
が
確
認
さ
れ

た
。
講
師
に
は
、
岩
手
県
の

社
会
福
祉
法
人
「
カ
ナ
ン
の

園
」
事
務
局
専
門
委
員
・
佐

藤
真
名
氏
を
迎
え
る
予
定

で
、
主
題
は
「
教
会
か
ら
広

が
る
福
祉
の
輪
～
地
域
と
共

に
生
き
る
」。
開
催
日
時
は

2
0
2
6
年
10
月
5
～
6

日
。
会
場
は
従
来
の
戸
山
サ

ン
ラ
イ
ズ
か
ら
教
団
会
議
室

に
変
更
。
案
内
は
2
0
2
6

年
春
頃
、
各
教
区
事
務
所
へ

発
送
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　
二
日
目
は
、
東
京
都
国
立

市
矢
川
に
あ
る
滝
乃
川
学
園

を
訪
問
。
職
員
の
案
内
の
も

と
、
ま
ず
国
登
録
有
形
文
化

財
で
あ
り
、
設
立
者
の
名
を

冠
し
た
「
石
井
亮
一
・
筆
子

記
念
館
」
を
見
学
。
館
内
に

は
滝
乃
川
学
園
の
年
表
や
写

真
な
ど
が
展
示
さ
れ
て
お

り
、
学
園
の
歩
み
と
理
念
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

続
い
て
、「
生
活
介
護
棟
」、

「
成
人
部
清
風
棟
」、「
常
夏

寮
」、「
聖
三
一
礼
拝
堂
」
な

ど
を
見
学
し
た
。

　
キ
リ
ス
ト
教
精
神
に
基
づ

き
設
立
さ
れ
た
滝
乃
川
学

園
の
創
立
者
・
石
井
亮
一

は
、
1
8
9
1
年
、
立
教
女

学
校
の
教
頭
職
を
辞
し
、
濃

尾
地
震
で
親
を
失
っ
た
少
女

た
ち
の
保
護
と
教
育
を
目
的

に
「
聖
三
一
孤
女
学
院
」
を

創
立
し
た
。
入
園
者
の
中

に
知
的
障
が
い
の
あ
る
少

女
が
い
た
こ
と
を
契
機
に
、

1
8
9
7
年
に
は
知
的
障
が

い
児
へ
の
支
援
施
設
へ
と
転

換
。
そ
の
後
、
当
時
の
所
在

地
に
因
み
「
滝
乃
川
学
園
」

と
改
称
。
日
本
初
の
知
的
障

が
い
児
者
の
た
め
の
福
祉
施

設
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
貢
献
し

て
き
た
。
戦
後
は
成
人
施
設

も
併
設
さ
れ
、
児
童
か
ら
成

人
ま
で
一
貫
し
た
支
援
体
制

が
整
え
ら
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
2
0
2
5
年
7
月

の
第
1
回
委
員
会
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
。
前
委
員
会

か
ら
の
「
申
し
送
り
事
項
」、

「
委
員
会
活
動
」
の
共
有
が

行
わ
れ
、
全
国
交
流
会
の

テ
ー
マ
や
講
師
の
候
補
、
施

設
見
学
に
つ
い
て
意
見
交
換

が
な
さ
れ
た
。（徳

田
宣
義
報
）

　
全
国
交
流
会
の
詳
細
を
確
認

▼「
障
が
い
」を
考
え
る
小
委
員
会
▲
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辺
見
宗
邦（
隠
退
教
師
）

　
25
年
9
月
29
日
逝
去
、
91

歳
。
宮
城
県
生
ま
れ
。
61
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
68
年
よ
り
仙
台
愛
泉
教

会
、
泉
シ
オ
ン
伝
道
所
を
牧

会
し
、19
年
隠
退
。
遺
族
は
、

妻
・
辺
見
ト
モ
子
さ
ん
。

武
岡
洋
治（
無
任
所
教
師
）

　
25
年
10
月
16
日
、
逝
去
、

88
歳
。
三
重
県
生
ま
れ
。
02

年
同
志
社
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
名
古
屋
東
、

安
城
教
会
を
10
年
ま
で
牧

会
。
遺
族
は
、
子
・
武
岡
基

さ
ん
。

髙
橋
玲
二（
深
川
愛
隣
伝
道

所
主
任
担
任
教
師
）

　
25
年
9
月
27
日
、
逝
去
、

94
歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
59

年
青
山
学
院
大
学
卒
業
。
60

年
よ
り
深
川
愛
隣
伝
道
所
を

牧
会
。
遺
族
は
、
妻
・
髙
橋

キ
ヱ
子
さ
ん
。

舩
戸
良
隆（
勝
沼
教
会
主
任

担
任
教
師
）

　
25
年
10
月
24
日
、
逝
去
、

89
歳
。
東
京
都
生
ま
れ
。
65

年
東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
聖
和
、
千
歳

船
橋
教
会
を
牧
会
し
、
タ
イ

の
バ
ン
コ
ク
で
在
外
教
師
を

経
て
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
教

育
基
金
に
勤
め
、大
月
新
生
、

勝
沼
教
会
を
牧
会
。遺
族
は
、

妻
・
舩
戸
む
つ
子
さ
ん
。

宇
喜
多
克
典（
無
任
所
教
師
）

　
25
年
9
月
21
日
、
ま
た
は

22
日
逝
去
、
89
歳
。
京
都
府

生
ま
れ
。
76
年
東
京
神
学
大

学
大
学
院
修
了
。
77
年
よ
り

79
年
ま
で
白
河
教
会
を
牧

会
。
遺
族
は
、
姪
・
長
沼
陽

美
さ
ん
。

大
宮
チ
ヱ
子（
隠
退
教
師
）

　
25
年
9
月
24
日
逝
去
、
93

歳
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
58
年

東
京
神
学
大
学
大
学
院
修

了
。
同
年
よ
り
曙
、
阿
佐
ヶ

谷
、
東
中
通
、
阿
佐
ヶ
谷
教

会
を
牧
会
し
、
02
年
隠
退
。

遺
族
は
、
夫
・
大
宮
溥
さ
ん
。

　
第
2
回
世
界
宣
教
委
員
会

が
、
10
月
16
日
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
3
月
を
も
っ
て
ド
イ

ツ
の
ケ
ル
ン
・
ボ
ン
日
本
語

キ
リ
ス
ト
教
会
で
の
働
き
を

終
え
た
佐
々
木
良
子
宣
教
師

よ
り
宣
教
報
告
を
受
け
た
。

礼
拝
出
席
者
の
減
少
や
継
続

的
に
出
席
し
て
い
る
会
員
の

高
齢
化
な
ど
、
日
本
語
礼
拝

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
の
困

難
に
つ
い
て
、
ま
た
、
現
地

の
ル
タ
ー
派
教
会
と
の
連
携

や
、
別
の
都
市
に
あ
る
日
本

語
教
会
へ
の
支
援
な
ど
を
、

宣
教
師
が
一
人
で
担
っ
て
き

た
状
況
に
つ
い
て
も
共
有
さ

れ
た
。
委
員
会
が
、
よ
り
緊

密
な
連
絡
を
と
っ
て
支
援
し

て
い
く
必
要
が
改
め
て
確
認

さ
れ
た
。

　
最
後
に
佐
々
木
宣
教
師
よ

り
、
国
内
の
「
支
え
る
会
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
教
会

か
ら
の
支
援
に
感
謝
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
、
祈
り
を
も
っ

て
報
告
を
閉
じ
た
。

　
ま
た
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル

奨
学
金
に
つ
い
て
、
申
請
書

類
を
精
査
の
上
、
ア
ジ
ア
学

院
で
学
ぶ
イ
ン
ド
と
ス
リ
ラ

ン
カ
出
身
の
2
名
へ
の
受
給

を
承
認
し
た
。

　
海
外
教
会
と
の
関
係
で

は
、
マ
ッ
キ
ン
ト
ッ
シ
ュ
・

デ
ビ
ッ
ド
職
員
よ
り
ア
ジ

ア
・
キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
主

催
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教

の
自
由
と
宗
教
的
少
数
者
の

権
利
に
関
す
る
宗
教
間
会

議
」
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
た
。

　
廣
石
望
委
員
長
よ
り
ベ
ル

リ
ン
宣
教
会
（
B
M
W
）、

米
国
長
老
教
会
（
P
C
U

S
A
）、
福
音
連
帯
宣
教
会

（
E
M
S
）
の
来
訪
に
つ
い

て
、
ま
た
、
大
韓
イ
エ
ス
教

長
老
会
（
P
C
K
）
と
韓
国

基
督
長
老
会
（
P
R
O
K
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
に
網
中

彰
子
総
幹
事
が
出
席
し
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
6
月
に
南
ア
フ
リ

カ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
ク
で
開

催
さ
れ
た
世
界
教
会
協
議
会

（
W
C
C
）
の
中
央
委
員
会

に
つ
い
て
、
西
之
園
路
子
牧

師
に
よ
っ
て
報
告
が
な
さ
れ

た
。
動
画
も
交
え
な
が
ら
、

7
日
間
の
中
央
委
員
会
の
活

気
の
あ
る
議
論
や
世
界
各
地

の
教
会
の
特
色
あ
る
礼
拝
風

景
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
教
団

も
そ
の
一
つ
の
肢
と
し
て
主

の
体
で
あ
る
世
界
の
諸
教
会

と
の
交
わ
り
の
豊
か
さ
を
教

え
ら
れ
た
。

　
そ
の
他
、
11
月
に
台
中
で

行
わ
れ
る
台
湾
基
督
長
老
教

会
（
P
C
T
）
と
の
宣
教
協

議
会
に
つ
い
て
、
ま
た
、
来

る
2
0
2
6
年
3
月
、
6
年

ぶ
り
に
山
梨
県
清
里
の
清
泉

寮
で
開
催
予
定
で
あ
る
宣
教

師
会
議
に
つ
い
て
協
議
が
な

さ
れ
た
。

（
塚
本
吉
興
報
）

　
出
会
い
の
三
日
間

♦
部
落
解
放
全
国
会
議
♦

　
10
月
7
～
9
日
に
第
16
回

部
落
解
放
全
国
会
議
を
開
催

し
た
。
奥
羽
教
区
3
役
と
各

地
区
か
ら
1
名
ず
つ
、
東
北

と
次
回
開
催
の
九
州
の
部
落

解
放
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
、

働
き
を
終
え
た
宣
教
師
の
報
告
を
聞
く

▼
世
界
宣
教
委
員
会
▲

そ
の
他
関
係
者
が
実
行
委
員

を
担
い
企
画
・
準
備
し
た
。

　“
ゆ
が
み
に
気
づ
く
第
一

歩
～
部
落
差
別
解
消
と
い
う

「
沖
」
を
め
ざ
し
て
”
を
テ
ー

マ
に
、
秋
田
・
岩
手
・
青
森

県
で
行
っ
た
事
前
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
で
の
学
び
を

会
議
当
日
わ
か
ち
合
っ
た
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
参
加
者

は
7
月
の
暑
い
中
、
和
田
献

一
講
師
の
話
に
引
き
込
ま
れ

た
。
そ
の
後
も
学
び
続
け
、

故
郷
や
友
人
を
訪
ね
た
人
も

い
る
。
奥
羽
に
部
落
は
な
い

と
多
く
の
者
が
思
っ
て
い
た

が
、
か
つ
て
都
市
の
城
壁
の

外
に
形
成
さ
れ
た
「
巷
（
ち

ま
た
）」
が
存
在
し
た
。
そ

こ
に
集
う
人
々
は
大
切
な
仕

事
を
担
い
産
業
や
芸
能
を
継

承
し
た
が
、
移
動
さ
せ
ら

れ
、
見
え
に
く
く
な
り
、
沈

黙
す
る
し
か
な
か
っ
た
の
だ

と
知
っ
た
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

側
に
立
っ
て
見
る
こ
と
の
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。

　
沖
縄
か
ら
北
海
道
、
ド
イ

ツ
か
ら
の
皆
さ
ん
を
加
え
る

と
、
参
加
者
は
1
0
0
名
を

超
え
た
。
教
団
3
役
と
総
幹

事
の
顔
も
見
え
、
大
変
嬉
し

く
思
っ
た
。
六
ヶ
所
の
核
燃

施
設
へ
行
っ
た
参
加
者
、
松

丘
保
養
園
の
歴
史
や
自
身
の

体
験
を
語
ら
れ
た
講
師
、
園

内
の
教
会
で
話
さ
れ
た
信
仰

者
。
ド
イ
ツ
・
ス
ィ
ン
テ
ィ

の
差
別
の
現
実
と
ジ
ャ
ズ
の

生
演
奏
。
貴
重
な
巡
り
合
わ

せ
に
感
謝
。
狭
山
事
件
を
初

め
て
知
っ
た
人
も
い
る
。
第

4
次
再
審
請
求
へ
の
支
援
も

続
け
て
い
き
た
い
。

　
聖
書
の
学
び
で
は
、
ゆ
が

ん
だ
読
み
方
を
し
て
い
た
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
た
。
満
た

さ
れ
た
心
で
迎
え
た
最
終
日

の
全
体
会
で
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
関
わ
る
事
項
と
と
も

に
個
人
名
に
言
及
す
る
発
言

が
あ
っ
た
。
個
人
情
報
の
扱

い
に
つ
い
て
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

ル
ー
ル
で
明
確
に
提
示
し
、

会
議
中
も
触
れ
た
が
、
不
適

切
発
言
が
起
き
て
し
ま
っ

た
。
信
頼
関
係
の
な
い
な
か

で
本
人
へ
の
確
認
な
く
個
人

情
報
を
話
す
こ
と
は
ゆ
る
さ

れ
な
い
。
セ
ン
タ
ー
は
、
差

別
さ
れ
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人

た
ち
の
痛
み
・
怒
り
を
真
摯

に
受
け
と
め
、
差
別
を
な
く

し
、
つ
な
が
る
た
め
の
働
き

を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い

く
。

（
上
原
　
惠
報
）

　
第
3
回
宣
教
委
員
会
が
10

月
9
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開

か
れ
た
。
来
年
3
月
2
〜
3

日
に
教
団
会
議
室
で
開
く
宣

教
方
策
会
議
に
つ
い
て
協
議

し
た
。
主
題
を
「
岩
の
上
に

立
つ
全
体
教
会
〜
危
機
の
中

で
見
え
る
希
望
」
と
す
る
こ

と
は
前
回
決
ま
っ
た
が
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
具
体
的
な
こ

と
を
検
討
し
た
。
そ
し
て
、

教
勢
低
下
に
と
も
な
う
さ
ま

ざ
ま
な
困
難
な
課
題
を
共
有

し
つ
つ
も
、
教
団
と
し
て
の

一
体
性
を
確
認
し
つ
つ
ス
リ

ム
化
を
目
指
す
中
で
、
危
機

の
中
で
希
望
を
見
出
せ
る
も

の
に
し
た
い
こ
と
を
再
確
認

し
た
。

　
ま
た
青
年
大
会
の
日
程
に

つ
い
て
、
同
実
行
委
員
会
の

提
案
通
り
26
年
9
月
23
日

（
水
・
秋
分
の
日
）
と
す
る

こ
と
を
承
認
し
た
。
開
催
方

法
は
前
回
2
0
2
4
年
の
時

と
同
じ
く
、
各
地
の
青
年
が

集
ま
り
や
す
い
よ
う
に
全
国

を
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
会
場
を
設
け
、
オ
ン
ラ
イ

ン
で
つ
な
ぐ
こ
と
と
し
た
。

前
回
は
、
諸
教
会
に
お
い
て

は
数
の
少
な
い
青
年
が
各
地

域
の
会
場
に
集
ま
っ
た
結

果
、
互
い
に
つ
な
が
り
励
ま

し
を
受
け
孤
立
感
が
解
消
さ

れ
た
な
ど
、
良
い
結
果
が
生

ま
れ
た
。
今
回
は
さ
ら
に
そ

の
輪
を
広
げ
た
い
と
の
願
い

が
あ
り
、
全
国
の
諸
教
会
に

情
報
を
速
や
か
に
届
け
る
こ

と
に
努
め
る
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
費
用
の
た
め
の
献

金
の
依
頼
も
早
め
に
進
め
る

こ
と
と
し
た
。

　
青
年
大
会
の
日
程
決
ま
る

▼
宣
教
委
員
会
▲

　
困
難
な
状
況
の
中
で
、
機

構
改
定
な
ど
に
よ
る
ス
リ
ム

化
を
進
め
ざ
る
を
え
な
い
現

実
で
あ
る
が
、
青
年
大
会
な

ど
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の

考
え
方
を
共
有
し
た
。

　
ま
た
、
社
会
委
員
会
か
ら

は
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

を
訪
問
し
た
報
告
が
な
さ
れ

た
。
震
災
に
よ
る
人
口
流
出

の
加
速
な
ど
厳
し
い
状
況
に

置
か
れ
て
い
る
が
、
被
災
教

会
を
支
援
し
て
い
く
立
場
を

あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
。

（
小
宮
山
剛
報
）

国立療養所松丘保養園にて

　
教
師
異
動

福
生
　
　
辞（
主
）安
田
昌
英

　
〃
　
　
就（
主
）福
本
英
明

浜
坂
　
　
辞（
主
）藤
本
　
真

　
〃
　
　
就（
代
）小
林
　
聖

神
崎
川
　
辞（
主
）橘
高
　
聡

七
飯
　
　
就（
担
）榮
ま
り
子

仙
台
広
瀬
河
畔

辞（
主
）望
月
　
修

　
〃
　
　
就（
主
）安
田
昌
英

横
浜
明
星
辞（
代
）岩
﨑
　
隆

　
〃
　
　
就（
主
）佐
藤
貴
仁

青
山
学
院
大
学

辞（
教
）吉
岡
康
子

吉
祥
寺
辞（
兼
担
）吉
岡
康
子

　
〃
　
　
就（
担
）吉
岡
康
子

中
川
ぶ
ど
う
の
木

辞（
主
）尹
　
成
奎

　
〃
　
　
就（
代
）八
束
　
清

岩
城
　
　
辞（
代
）広
瀬
満
和

　
〃
　
　
就（
代
）木
谷
　
誠

神
戸
夢
野
町辞（

主
）渡
部
　
勇

　
〃
　
　
就（
代
）白
井
　
進

　
教
師
隠
退

望
月
　
修
、

岩
﨑
　
隆
、

渡
部
　
勇

　
教
会
所
在
地
名
変
更

希
望
ヶ
丘

　
〒
590－

0
1
1
7
　
堺
市

南
区
高
倉
台
2
丁
32－

35

　
教
会
通
信
先
変
更

隠
岐

　
〒
690－

0
0
3
1
　
松
江

市
山
代
町
8
0
9－

29

浜
坂

　
〒
658－

0
0
5
4
　
神
戸

市
東
灘
区
御
影
中
町
2－

3－

23
　
兵
庫
教
区
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
・
セ
ン
タ
ー
内

兵
庫
教
区
事
務
所
気
付

日
野

　
〒
683－

0
8
0
2
　
米
子

市
東
福
原
5－

5－

5
　

米
子
教
会
気
付

幕
張

　
〒
262－

0
0
3
2
　
千
葉

市
花
見
川
区
幕
張
町
6－

56－

15

小
見
川

　
〒
289－

0
3
1
4
　
香
取

市
野
田
1
6
3
1－

5

小
林

　
〒
885－

0
0
3
2
　
都
城

市
中
原
町
14－

20
　
都
城

妻
ヶ
丘
教
会
気
付

　
伝
道
所
通
信
先
変
更

コ
イ
ノ
ニ
ア

　
〒
791－

8
0
1
6
　
松
山

市
久
万
ノ
台
2
5
1－

1

松
山
信
望
愛
の
家
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大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
［
統
合
］

（
Ｐ
Ｃ
Ｋ
）、韓
国
基
督
教
長
老
会（
Ｐ

Ｒ
Ｏ
Ｋ
）総
会
に
招
か
れ
出
席
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｋ
で
は
ア
フ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
・

韓
国
と
い
う
枠
組
み
で
宣
教
協
力
が

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
で
は
ド
イ
ツ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

（
福
音
連
帯
宣
教
会
）
の
ア
ジ
ア
担

当
幹
事
の
交
代
に
あ
た
り
、
次
幹
事

が
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
か
ら
与
え
ら
れ
る
た
め

契
約
に
立
ち
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
見
守
る
つ
も
り
で
会
場
に
行
く

と
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
総
幹
事
時
代
に
も
お
世

話
に
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｋ
の
パ
ク
世
界

宣
教
幹
事
が
「
二
人
の
間
に
彰
子
が

入
っ
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と

提
案
さ
れ
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
総
幹
事
と
Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｋ
の
候
補
者
と
の
間
に
立
っ
て
写

真
を
撮
っ
た
。
教
団
単
体
で
は
出
来

な
い
様
々
な
宣
教
協
力
が
出
来
る
こ

と
を
喜
び
、
神
さ
ま
に
感
謝
し
た
。

　
朝
・
昼
・
夕
の
食
事
時
は
会
話
が

尽
き
な
い
。
教
団
総
幹
事
と
し
て
初

の
海
外
出
張
だ
っ
た
が
久
々
に
Ｎ
Ｃ

Ｃ
時
代
の
交
流
を
思
い
出
し
た
。

　
ど
の
国
も
礼
拝
出
席
の
減
少
や
高

齢
化
、
次
世
代
へ
の
伝
道
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。求
め
る
も
の
が
何
か
、

そ
れ
に
応
え
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、
と
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

い
の
ち
の
始
ま
り
が
神
さ
ま
の
創
造

に
あ
る
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
立
ち
帰
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
発
信
方
法

は
増
え
た
。
あ
と
は
そ
の
内
容
だ
。

　
失
わ
れ
な
い
神
の
愛
、
永
遠
に
伴

う
救
い
主
。
信
仰
に
よ
っ
て
救
わ
れ

る
と
は
こ
ん
な
に
も
盤
石
な
安
心
が

与
え
ら
れ
る
の
だ
と
こ
れ
か
ら
も
気

負
わ
ず
自
然
体
で
証
し
し
て
い
き
た

い
。

（
教
団
総
幹
事
　
網
中
彰
子
）

変
わ
ら
な
い
課
題
に

変
わ
ら
な
い
課
題
に

あ
る
確
信

あ
る
確
信

　
堀
江
姉
の
信
仰
生
活
の
期
間

は
、国
内
に
限
れ
ば
比
較
的
浅
い
。

海
外
赴
任
の
夫
に
合
わ
せ
、
台
湾

日
語
教
会
を
振
り
出
し
に
、
香
港

に
移
っ
て
か
ら
は
現
地
日
本
語
教

会
（
J
C
F
）
以
外
に
中
国
語
礼

拝
や
英
語
礼
拝
を
訪
れ
た
。
培
っ

た
関
係
は
、
今
も
続
い
て
い
る
。

現
在
も
日
本
留
学
を
希
望
す
る
学

生
た
ち
と
の
関
わ
り
が
あ
る
他
、

香
港
時
代
の
日
本
人
の
教
会
仲
間

と
の
連
絡
も
取
っ
て
い
る
。

　
ご
く
最
近
も
台
湾
の
日
語
教
会

を
訪
れ
た
。
香
港
や
台
湾
社
会
の

今
後
に
注
視
し
て
い
る
。「
天
を

本
国
と
す
る
」
キ
リ
ス
ト
者
と
し

て
、
世
情
に
振
り
回
さ
れ
す
ぎ
て

は
な
ら
な
い
。
香
港
の
キ
リ
ス
ト

者
が
、
希
望
が
見
え
な
い
の
に
希

望
の
讃
美
歌
を
歌
っ
て
い
た
様
子

を
思
い
出
す
。「
自
由
と
希
望
が

見
え
づ
ら
い
閉
塞
状
況
で
も
絶
望

し
な
い
姿
が
印
象
的
だ
と
い
う
。

　
5
年
前
の
夫
の
逝
去
後
に
生
地

で
あ
る
伊
東
に
戻
り
、
息
子
・
娘

と
生
活
す
る
中
、
最
近
に
な
っ
て

病
気
が
判
明
。
こ
れ
を
一
つ
の

き
っ
か
け
に
し
て
キ
リ
ス
ト
者

の
看
板
を
掲
げ
る
決
意
を
し
た
。

残
っ
た
人
生
を
主
に
捧
げ
た
い
と

い
う
思
い
を
持
つ
。
地
元
に
根
付

く
家
の
出
身
で
も
あ
り
、
躊
躇
も

あ
っ
た
。
伊
東
は
地
元
志
向
が
強

く
、
教
会
も
ま
た
そ
の
影
響
を
受

け
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
と

い
う
。

　
最
近
、
教
会
に
お
け
る
葬
儀
説

教
集
の
出
版
に
教
会
役
員
と
し
て

携
わ
っ
た
。「
1
2
0
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
記
念
誌
が
必

要
」
と
提
言
し
た
の
は
堀
江
姉
だ

と
の
こ
と
。「
葬
儀
説
教
を
通
し

て
読
む
と
、
教
会
の
歴
史
、
そ
し

て
展
望
が
見
え
て
く
る
」
と
い
う

視
点
は
、
地
元
出
身
の
信
仰
者
な

ら
で
は
と
も
言
え
そ
う
だ
。
本
国

が
天
に
あ
る
か
ら
こ
そ
、
目
の
前

の
問
題
に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
が

な
い
。
そ
し
て
地
元
を
愛
す
る
か

ら
こ
そ
、
目
の
前
の
問
題
を
蔑
ろ

に
し
な
い
。

　
教
会
が
希
望
を
失
わ
な
い
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
も
ま
た
明
る
く

な
る
の
で
は
な
い
か－－

。
そ
の

よ
う
に
語
る
堀
江
姉
の
凛
と
し
た

表
情
は
、
明
る
い
。

希望は見えずとも、
展望がある

伊東教会員

堀
ほりえ

江　明
あきこ

子さん

　
8
月
7
〜
11
日
、カ
ナ
ダ
・

ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ル
ガ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
た
第
45
回
カ
ナ

ダ
合
同
教
会
（
U
C
C
）
総

会
に
海
外
団
体
か
ら
の
招
待

者
17
名
の
う
ち
の
一
人
と
し

て
参
加
し
た
。
U
C
C
は
70

以
上
の
海
外
団
体
と
交
流
が

あ
る
。
招
待
参
加
者
が
議
論

を
深
め
意
志
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
を
豊
か
に
す
る
と
考
え
て

い
る
。

　
今
総
会
の
テ
ー
マ
は
「
ビ

ジ
ョ
ン
と
夢
」、
ア
メ
リ
カ

合
同
教
会
カ
レ
ン
・
ト
ン
プ

ソ
ン
議
長
が
主
題
講
演
を

行
っ
た
。
議
長
選
出
選
挙
で

は
5
名
の
候
補
者
が
事
前
に

動
画
で
自
己
紹
介
を
し
、
人

と
な
り
や
働
き
が
周
知
さ
れ

た
。
キ
ン
バ
リ
ー
・
ヒ
ー
ス

牧
師
が
次
期
議
長
に
選
出
さ

れ
た
。
会
議
で
は
、
紙
を
一

切
使
わ
ず
、
専
用
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
資
料
確
認
や
投
票
が

可
能
だ
っ
た
。
パ
ソ
コ
ン
貸

出
が
あ
り
、
使
用
方
法
が
不

明
な
参
加
者
へ
の
事
前
説
明

会
お
よ
び
当
日
の
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
た
。

　
対
面
会
議
に
先
立
ち
オ
ン

ラ
イ
ン
で
い
く
つ
か
の
議
事

を
進
行
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防

止
事
前
研
修
へ
の
出
席
が
必

須
で
あ
り
、
現
場
で
は
専
門

チ
ー
ム
が
毎
日
か
か
さ
ず
安

全
な
場
づ
く
り
を
呼
び
か
け

た
。
数
百
人
が
飛
行
機
で
集

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
二
酸
化

炭
素
排
出
を
考
慮
し
、
環
境

問
題
へ
の
配
慮
か
ら
、
最
初

の
夕
食
に
は
肉
を
含
ま
な
い

ビ
ー
ガ
ン
料
理
が
提
供
さ
れ

た
。

　
10
代
の
若
者
約
90
人
が
参

加
す
る
ユ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
並
行
開
催
さ
れ
、
そ
の
若

者
た
ち
も
総
会
議
事
に
加
わ

り
活
発
に
発
言
し
た
。
子
連

れ
の
参
加
者
の
た
め
、
子
ど

も
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
毎
日
準

備
さ
れ
て
い
た
。
議
決
権
が

あ
る
者
は
約
2
0
0
名
だ

が
、
な
い
者
も
議
論
に
加

わ
っ
て
お
り
、
4
5
0
名
近

く
の
参
加
者
が
い
た
。

　
総
会
は
ラ
イ
ブ
配
信
さ

れ
、
誰
で
も
視
聴
可
能
だ
っ

た
。
メ
イ
ン
総
会
の
前
に

は
、
各
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
グ

ル
ー
プ
（
人
種
差
別
を
受
け

る
者
、
先
住
民
、
障
が
い
者
、

2
S
L
G
B
T
Q
）
の
た
め

の
プ
レ
集
会
が
行
わ
れ
当
事

者
の
交
流
を
促
し
た
。

　
教
会
が
2
S
L
G
B
T
Q

へ
謝
罪
す
る
、
歴
史
的
に
大

変
重
要
な
礼
拝
が
さ
さ
げ
ら

れ
た
。
あ
ら
ゆ
る
年
代
、
人

種
、
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
、

出
身
、
障
が
い
者
、
先
住

民
な
ど
、
議
決
権
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
皆
が
10
年
後
、

1
0
0
年
後
の
未
来
を
話
し

合
う
開
か
れ
た
場
で
あ
っ

た
。

（
上
野
玲
奈
報
）

公正と多様性を大切にする
豊かで安全な議論の場
カナダ合同教会総会に参加

《第45回カナダ合同教会総会》

〔議長談話〕

第43回教団総会議場での発言について
　第43総会期第1回常議員会（2024年12月9 ～ 10日）において、第43回教団総
会（2024年10月29 ～ 31日）での議案審議において、「そのままにしてしまっ
たことを悔い改めなければならない発言」（第43総会期第1回常議員会議事録
より）があったとの指摘がありました。
　しかし、その内容は、憶測であったり、議案審議の内容から外れていたり、
伝聞であったりと、公けの会議の場での発言としては不適切なものであったと
言わざるを得ません。そして、何よりも、教憲第1条「本教団はイエス・キリ
ストを首（かしら）と仰ぐ公同教会であって、本教団の定める信仰告白を奉じ、
教憲および教規の定めるところにしたがって、主の体たる公同教会の権能を行
使し、その存立の使命を達成することをもって本旨とする。」に著しく反する
発言であったと言えます。
　以上のことから、それぞれの発言者には、今一度、自らの発言を深く省みる
ことを求めます。また、私自身も、教団総会の議長の務めを担っていた中でそ
れらの発言をゆるし、その場でその問題性を指摘できなかったことを深く反省
しております。さらに、同教団総会の構成員として出席していた全議員にも反
省を促したいと思います。
　この機会に、教憲第4条に、「本教団は教憲および教規の定めるところにし
たがって、会議制によりその政治を行う。」と定められているのは、主イエス・
キリストによって招集された者たちが、キリストの主権の下に審議・決議をし、
活動をすることを意味していることを確認したいと思います。そして、教会総
会において、また、「諸教会の会議」（『教憲教規の解釈に関する答申集〈増補版〉』
8より）である教区総会においても、総会の構成員一人ひとりが、教団信仰告
白を告白し、教憲・教規に則った教会会議の運営に関わることを強く願います。
　諸教会・伝道所の日々の歩みの上に、主の導きと祝福を祈ります。
　2025年10月28日

日本基督教団総会議長　雲然　俊美

　　　　　日本キリスト教団出版局　　　　
　事業整理・縮小のお知らせ

　主のみ名を賛美いたします。
　日本キリスト教団出版局のために祈りお支えくださっている
ことを感謝いたします。
　日本基督教団の出版業務を行う出版局は、近年売り上げが
徐々に減少しておりました。危機の中、働きの継続のため運転
資金を借り入れながら力を注いでまいりましたが、2025年5月
に債務超過となり、経営継続が困難な状態となりました。これ
まで経費削減を含め経営改善のための努力をしてまいりました
が、協議の結果、10月28日の日本基督教団常議員会において
事業の整理・縮小を決議いたしました。具体的な改善策を実行
することが出来ず、このような事態となりましたことを心より
お詫びいたします。
　日本キリスト教団出版局の名称は残し、今後は讃美歌の著作
権管理業務、『日本基督教団年鑑』等の商品を日本基督教団事
務局内において扱っていく予定です。またキリスト教学校にお
いて教科書としてご採用いただいている商品の4月からの使用
が滞らぬように備えております。
　多くの方に支えられてきたからこそ、多くの方に多大なご迷
惑をおかけすることになり大変申し訳ございません。今しばら
くの働きを祈りお支えいただければありがたく存じます。
　主に在って
　2025 年11月10日

日本基督教団総会議長　雲然俊美
総 幹 事　網中彰子
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